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13)経ロビスフォスフォネー ト薬剤服用患者に
外科的処置を施行 した2症 例
○高橋 進也,高田 訓,川原 一郎,浜田 智弘
中江 次郎,金 秀樹,大野 敬
(奥羽大 ・歯 ・口腔外科)
強力な骨吸収抑制作用を有するビスフォスフォ
ネー ト薬剤(以 下BP薬剤)は,骨 粗鬆症や悪性
腫瘍の骨転移,多 発性骨髄腫など骨吸収が異常に
亢進す る疾患の治療薬として広 く用いられている。
近年BP薬剤服用患者に対 し,口腔外科的処置後に,
顎骨壊死が発現 したとの報告がな され るように
なってきた ものの,口 腔外科的処置 を必要とす る
BP薬剤服用患者への対応 に関 しては統一 した見
解がないのが現状である。今回私たちは骨粗鬆症
で経 口BP薬剤服用中の患者に対 して抜歯術 およ
び嚢胞摘出術 を施行 した症例 を経験 したので報告
した。
【症例1】 患者は82歳の女性で近歯科医院にて両
側左側下顎第二小臼歯 と左側下顎犬歯辺縁性歯周
炎で保存不可能 と診断 されたが,平 成17年11月
からBP薬 剤のボナロンを服用 していたことから
精査加療 目的に平成19年9月20日に当科初診 と
なった。同11月7日からボナロンを休薬 し,平
成20年3月3日 に右側下顎第二小臼歯の抜歯術
を施行 した。同部は粘膜骨膜弁 を形成 し完全閉鎖
創 とした。約1か 月後の経過観察において良好な
治癒が得 られたため,同 年4月8日 に左側下顎犬
歯および第二小臼歯の抜歯術を施行 した。同部は
可及的に抜歯窩を縫合閉鎖 した。経過は良好で異
常所見は認め られなかった。
【症例2】 患者は52歳の女性で平成19年11月20日,
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右側下顎大臼歯部の違和感と痺痛 を自覚 し近歯科
医院を受診 した。エックス線写真 より嚢胞様透過
像 を認めたため,精 査加療 目的に同年11月27日
に当科初診となった。同年11月7日か ら骨粗鬆
症にてBP薬 剤ベネ ット服用 し,平 成14年7月
7日か らIgA腎症のためプレ ドニンを服用 してい
た。右側下顎骨嚢胞および左側上顎第二大臼歯の
残根 の診断のもと,平 成19年12月7日か ら両薬
剤 を休薬 し,平 成20年3月25日全身麻酔下に右
側下顎大臼歯部の嚢胞摘出術および右側下顎第一
大臼歯,第 二大臼歯,第 三大臼歯,左 側上顎第二
小臼歯の抜歯術を施行 した。術後の経過は良好で
あった。
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